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1． は じ め に

　土質工 学は 中国で は岩土工 程 とい い
， 1978年に 土

木工 程学会か ら独立 し て 岩土工 程学会 が創設 され ，

こ の と き岩土工 程 学報 （英文名は Chinese　Journa［

of 　Geotechnical　 Engineering）が発刊 され た 。 岩土

工 程 は geotechnical 　 engineering の 中国語で あ り，

日中土 質工 学用語 の 違 い の 筆頭で あ る 。

　土質工 学 あ る い は岩土 工程 の 分野 に お い て も， 日

中の 学術交流 は年 を追 っ て盛ん にな っ て い る が， 情

報 の 交換に は，当面，用語 の 相互 理解 が必 要 で あ る

よ うに思われ る 。 こ の 原稿は ， 日中土質工 学用語 の

相違の 要点 を紹介する もの で あ る 。

2　 日英漢土 質力学お よび基礎 工 学用語集

　1983年刊 の 「土力学 及基礎 工 程名詞 」
1）

は ， 中国

土力学及基礎工程学会が 17500 冊刊行 し た も の で
，

“

漢英及英漢対照
”

と副題が つ い て い る 。 新 し い 「
日

英漢土質力学及基礎工程詞彙（い ）」 は，呉英華 （北

方交通大学講師）を編者 と し ， 楊燦文 （鉄道部科学

院研究員） と滕家禄 （北方交通大学教授）等 が協力

し て
， 中国鉄 道出版社が，1991年に 3500 冊だ け刊行

し た もの で ，「
目英中土質工 学用語集 」 と副題 が付 し

て あ る
。 目本土質工 学会が 1985年 に 刊行 し た 「土質

工 学用語 辞典 」
3）

をベ ース と し て ，初 め て 目 本 語 を

採 り入れ ， 日英漢 3 か 国語 を対比 し た も の で あ る 。

　同書 の 序文 に は ，
“

中国文訳名 は 主 に ，巾国土木

工 程学会 の 土力学及び基礎工程学会推薦 の 用語及び

現行規範 な どをもっ て し て い る が ， 日本文の 漢字を

熟知 しない 状況 の もと ， 中国 の 読者，特に初学者 の

た め の 便 に 供す る もの で あ る
”

と述 べ て あ る 。

　 こ の 用語集は ， 必 要 と思わ れ る も の に短 い 注釈 が

付 され て い る だけ で あ り，用語 の 解説 は ほ とん どな
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い が
，

よ く整 っ て い て 利用に便利 で あ る
。 編集者の

日本語 と英語 の 堪能 さが うか が わ れ る 。

　同用語集 は 正文 と付録 と か ら成 り，正文で は 日本

文 の 漢字を基に し ， そ の 片仮名書き と英語 を掲げた

あとに中国文の呼び名 を掲 げて い る 。 そ の 語数は約

5000余に及び ， 同書 の 全 ペ ージ の 約 2／3 を占め て

い る 。

　 こ の 正 文 は，（1旧 本文 の 漢 字で 始ま る用語集，  

目本文 の 仮名で始ま る用語集 ， （3膜 語また はギ リ シ

ャ 語で 始ま る用語集か ら成 る 。最初 の（1）は A ， B ，

C 順に 列記 され て い る が，例 え ば八 面体は B の 部分

に あ る よ うに ， 漢字 の 現代 中国語 の 発音記号 の イ ニ

シ ャ ル に従 っ て い る の で ， 中国語をか な り学習 し て

い な い と索引は困難で あ る 。   は五 十音順で あ り，

  とともに 索引 は我 々 に も容易で あ る 。

　残 りの 1／3 を 占め る付録は ， 正文 を べ 一
ス に し て

，

（1）英語索引， （2）中国語索引， （3）常用符号 と単位（SI），

（4）常見西文縮写語お よび   日本漢字 と単位（SI）か ら

成 っ て い る 。

　以下 ， 目本で は使わ な い 中国の 簡体字は ， す べ て

目本 の常用漢字に書き換 え て 記述す る こ とに した い 。

3． 基本的用語の違 い

使用頻度 の高 い 基本的用語 に つ い て ， 英 ・日 ・中

3 か 国語 の 対比 を示す と，表一 1 に 示す とお りで あ

るが， 説明を加 え る と次 の とお りで あ る。

（1） 日本 で はす べ て係 数 と し て い る coe 缶cient ，

　 rnodulus ，
　factorが ， 中国文で は modulus に模

　　量 ，
factorに系数 ， 因数 また は因素 を区別 して

　　当て て い る 。

（2） Unit　weight を ， 単位体積重量 と書 き連ね る

　　の は面倒な こ とで あ る が ， 中国文で は重度 と簡

　　単で あ る。
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表一 1　 使用 頻度 の 高 い 基本的用語

英 文 1 目 本 文 陣 国 文

　　　　　　　　　　均等係数

　　　　　　　　　　粘
’
性係数

ocxeMcient 　 係 数 土圧係数

　　　　　　　　　　 圧密係数

　　　　　　1　　　　　　　　　　 地盤反力係 数

不均等系数

粘 滞系数

土圧力 系数

固結系数

基床反力系数

modulus 係 数 　弾性係 数

　　　 せ ん断弾性係数

弾 性模量

剪切模量

安全率 安全 系数

深 さ係数 深度因数

factor 係　数 安定係数 穏定系数

時間係数 時間因素

支持力係数 承載力因素

　　　　　　　　　　 水 の 単位体積重量 　　　水的重度

　　　　　　単位体　湿 潤単位体積重量　　　湿重度

unit 　weight 　積重量　見か けの単位体積重量　表現重 度

　　　　　　　　　　乾燥単位体積重
．
量　　　干重度

　　　　　　　　　 ．永 中単位 体積 重量　　　浮重度

heightlengthvelocitywidthさ

さ
山
ご

高

長

速

　

さ

　

何

．囗田巾

度

度

度

度

高

長

速

寛

allowable

analysisapparent

gradientloadmomentnormaLstraintotalvoid

の

析

の

度

重

ト

の

み

　

隙

　

　

ナ

　

　
ン

容

　

　

　

　

メ

直

ず

　

　

か

　

　

　

　

　
「

許

解

見

傾

荷

モ

垂

ひ

全

問

許

析

現

度

載

矩

向

変

　

隙

容

分

表

梯

荷

力

法

応

総

孔

　  何 さは ， 中国文で はすべ て何度 で あ るが ， 幅

　　が寛度で ある こ と と， 間隙が孔隙 ， 傾度が梯度

　　 で あ る こ と に は注意が必要 で あ る 。

　（4） 中国文 の 用語は ， とき どき 目本文 とは逆の 字

　　順の揚合が あ る こ と を知 っ て お く必要 が ある 。

　　許容 は容許，限界は界限が そ の 例で あ る
。

　中国文 に お け る西洋人 名は ， か つ て の 目本 に お け

る よ うに ， 古典的な もの は，漢字の 読み方で 字を当

て て い るが ，
Atterbergの berg を堡 （と りで の 意

味） と し て い る の は意訳を加 えた もの で あ る 。 目本

で Cambridge を剣橋 ，
　 Oxford を牛津 と し て い たこ

と と全 く同 じ手法で ある 。

　し か し中国で も， 比較的新 し い 西洋人 名 は ， 原語そ

の もの を使 うよ うに な っ て きて い る 。
Westergaard

だ け を
一
例 とし て表

一 2 にあげたが， Meyerhof な
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表一2　西洋人名

英 文 目 本 文 　1 中 国 文

Atterberg

BernOulli
Casagran（le
COulomb

Culmann

DarcyMohrPrectorRankineTaylorTerzhagi

Westergaard

ア ツ タ
ーベ ル グ

ベ ル ヌ ーイ

カ サ グ ラ ン デ

クーロ ン

カル マ ン

ダル シー

モ
ー

1レ

プ ロ クター

ラ ン キ ン

テ イ ラ
ー

テ ル ツ ァ
ーギ

ウエ ス タガード

阿太堡

伯 努利

未薩 格当徳

庫　倫

庫爾曼

達 西

摩　爾

普羅克特

蘭金，朗肯

泰　勤

太 沙基

Westergaard

ど比較的新 し い 著名西洋人名は 原語 をそ の ま ま使 っ

て い る
。 ま た最近 は ， 岩土工 程学報 の 論文 に 見 られ

るよ うに ， 例 えば モ
ー

ル ・ク
ー

ロ ン は摩爾和庫倫で

は な く， Mohr ・Coulomb と書 く傾向 に あ る。地名も

ま た似た よ うな表示の もの が多 い も の の
，

ロ ン ドン

ク レ イ は倫敦粘土で ある 。

4． 各細 目に おける用語 の違い

　2．で 述 べ た よ うな共通的用語 の ほ か
， 土質工 学上

の 各細目にお い て の 用語 に違 い を ピ ッ ク ァ ッ プ し て

表 に示す こ と に した い
。

　（1） 物理 的1生質 （表一 3）

　間隙はす べ て孔隙 ， ア ッ タ
ーベ ル グ限界は ア ッ タ

ーベ ル グ界限で あ る こ とに注意が必要で あ る。

　  　応力 とひ ずみ （表一 4）

　応力は同じ く応力で あ る が ， ひ ずみ は 歪で な く応

変，
せ ん断は剪ま た は 剪切 で あ る こ と に 注意が 必 要

で ある 。

　（3） 浸透 ， 透水 （表
一 5）

　中国文で は滲透 （し ん と う） の ほ か
， 日本文 と同

　　　　　　　　 表一3　物理 的性質

日 本 文 1 中　 　 国　　 文

間隙

限界

間隙比

間隙 率

ア ッ タ
ーベ ル グ限界

液性 限界

塑性限界

収縮限界

粒 度

60％径

サ ク シ ョ ン

締固め

リモ ール ド （練返 し）

孔 　隙

限，界 限

孔 隙比

孔隙率

阿太堡界限

液　限

塑　限

収　限

　

　

　

実

　

径

　

撃

径

粒

力

’
塑

　

制

　

実

粒

限

吸

圧

重

土 と基礎，42− 11 （442）
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表一4　 応力 とひ ずみ

目 本 文 申　 　 国　 　 文

間　隙

ひずみ

間隙圧

間隙水圧

問隙水 圧 係数

せ ん断 ひ ず み

線 ひず み

垂直ひずみ

軸 ひずみ

破壊ひ ずみ

　 　 　 　 　 弾性係数

　係 数　　ヤ ン グ係数
（modu ！us ）
　　　　1せ ん 断弾 性 係数

力

体

プ

応

面

一

断ん

八

り

せ

正

ク

孔　隙

応 　変

摸 　量

孔 隙圧

孔隙水 圧

孔 隙圧力系数

剪応 変

線応変

法向応 変

軸向応 変

破壊応 変

弾性模量

楊氏模量

剪切模 量

力

体

流

応

面

剪

八

蠕

表
一 5　 浸透 ， 透水

日 本 文 中　　 国　　 文

浸　透

浸透性

浸透力

浸透速 度

浸透圧

透水係数

動水傾度

等ポ テ ン シ ヤ ル

ピエ ゾメ
ー

タ
ー

滲 　透

滲透性

滲透力

滲透速度

滲透圧力

滲透系数

動水梯度，水 力梯度

等 勢

測 圧管

表一一6　 せ ん 断

卩 本 文 「 中　　 国　　 文

せ ん 断

粘 着力

せ ん 断強 度

せ ん 断抵 抗角

ダイ レ イ タ ン シ
ー

見か け の 粘 着力

有 効応力 で 表現 し

た 粘着力

内部摩 擦角
一
軸圧 縮

液状化

カ ム ・
ク レ イ

剪， 抗剪

粘聚力

抗茣強度

抗剪角

剪　膨

表現 的粘聚力

用有効応力表

示的粘 聚力

内摩擦角

無 側限抗圧

液 化

剣橋粘土

じ よ うに
， 透水層， 透水性材料， 透水帯 の よ うに透

水の 語 も使われ る が，多 くは滲透 で あ る
。

　（4） せ ん断 （表一 6）

　せ ん断は剪 （せ ん）また は剪切 で あ る が
， 粘着力

が粘聚力 で あ る こ とに 注意が必 要 で ある 。 垂直， ひ

ずみ は表一 1 に掲げ た よ うに法向 ， 応変 で ある 。

　（5） 圧密 （表一 7）

　日本文 の圧密は我々 の 先人 の す ぐれ た訳語 と思 わ

Neve 皿 ber 、 1994

表
一 7　 圧密

資料一494

匚r 本 文 中 国　 　 文

圧 密

圧 密係数

圧 密度

圧密沈下 量

圧 密 降伏

一次圧 密比

先　行　 圧　縮

膨 　 　 　 　 張

固　 結

固結系数

固結度

固結沈下量

固結屈 服

主固結比

先　期　圧 縮

回　 　 　　 　弾

表
一 8　 土質調査

目 本 文 1 中 国 文

土

内

外

打

比

縦

横

質　 　 調

径

径

撃　　 回

　

速

速

抵

播

播

　

伝

伝

査

比

比

数

抗

度

度

土

内

外

撃

電

縦

横

察

比

比

数

率

速

速

勘

隙

隙

　

　

波

波

　

　

　

　

阻

質

問

間

　

　

波

波

表
一 9　 土圧

目 本 文 中 国　 　 文

主　 　 　 　 働

受　　　　 働

載荷重 （サーチ ャ
ージ ）

壁 面 摩 擦 角

動

動

荷

角

　

　

　

擦

　

　

載

　

　

　

摩

主

被

超

墻

表一10 斜面 安定
一
T T JiT iT T

一

斜 面

地 す べ り

斜　面 　肩

斜 　面　先

坡

滑　 　 　坡

坡 　 　 　頂

坡 　　　脚

安　定　解．析

全 すべ り 抵 抗

テ ン シ ョ ン クラ ッ クの 深 さ

析

力

度

分

滑

深

定

抗

裂

穏

総

張

れ るが ， 中国文の 固結は c 。 nso1idation の 直訳で あ

ろ う。 目本文で の 固結 （solidi 丘cation ）は， 中国文で

は固化ま たは凝固で あ る 。

　  　土質調査 （表一 8）

　サ ン プ ラ
ー

の 内径 ， 外径を間隙と して い る もの の
，

直径は共通語 で あ る 。

　  　土圧 （表一 9）

　静止 土圧 を初め とし て 多 くの 用語が 日中共通 で あ

る が ， 表
一 2 で あげた よ うにラ ン キ ン は蘭金 また は

朗肯， ク
ー

ロ ン は庫倫 で あ る ほ か
， 受働は被動で あ

る 。

　（8） 斜 面安定 （表一10）
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表一11 基礎

日 本 　 文 　 1 中　 　 国　 　 文

れ

一

抗

重

力

力

数

数

ち

力

荷

荷

マ

抵

荷

擦

抗

回

動

入

　

　

　

摩

抵

　

振

打

持

ン

入

載

面

端

撃

有

根

ハ

貫

過

周

先

衝

固

杭

支

載

除

置

　
力

載

カ

カ

数

率

錘

力

荷

荷

　

　

阻

 

次

頻

　
加

卸

　

　

　

，

面

阻

　

　

　

載

，
，

　

　

入

載

−

　

　

　

　

　

　
撃

有

　

載

載

　

　

　

　

側

埋

錘

貫

超

総

端

衝

固

杙

承

加

卸

斜面は す べ て坡（は）で あ る 。 日本文 の 斜面（slope ）

は斜坡 ま た は 辺 坡 で あ る
。

　  　基礎 （表
一11）

抵抗力 はすべ て 阻力 で あ り，支持力 は承載力 で あ

る こ とに注意す る必要 がある も の の
，

い ずれ も意味

は取 りやす い
。

5．　 あ と が き

　 目中が互 い に 同文 の 国で あ る と は
， 気軽に い え な

い とこ ろ が大い に あ る 。 こ の こ とは英語を 中心 と し

て ，両国の 学会がそれ ぞ れ規定 し て きた土質工 学ま

た は岩土工程 の 用語 の 相違 の 多い こ とか ら， よ く理

解 され る で あ ろ う。 そ し て 将来 ， 日本で の用語 を中

国で の それ に改め たほ うが よ い もの が あ る よ う に筆

者は思、っ て い る 。

　次 に ， 例えば蒙脱石 が モ ン モ リロ ナイ トの こ とで

ある と分か る には ， か な り中国語 の 発音の知識 が必

要に な る 。 し か し ， 式や図 は ，

一種の 国際共通 の 情

報手段 で あ る の で 中国 の 簡体宇の 学習 と とも に
， こ

の 稿 で 紹介し た よ うな漢字用 語 の 違 い を知 る こ と に

よ っ て ， 中国文 の 岩土工 程 の 論文等は， い ちお う理

解で きる よ うに なる で あろ う 。

　なお最初に紹介 し ， こ の 稿の べ 一
ス と し た文献

2）

の ほ か ， 土質工 学に 関係の あ る用語 を含む用語集は ，

そ の ほか い くつ か
4）−6）

あ る こ とを付記 し て お きたい 。
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